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研究成果の概要（和文）：　過去3度にわたって科学研究費の助成を受け乳幼児のコホート研究を行ってきた。
その中で乳幼児健康診査において、M‐CHAT（乳幼児期自閉症チェッ クリスト修正版）を活用したままごと遊び
観察が支援の必要な子どもの早期発見に有用な観察であることが明らかになるとともに、支援の課題となる所見
を示した。また、就学期において保護者に対しSRS-2（対人応答性尺度）、SDQ（子どもの強さと困難さアンケー
ト）を調査した。こうした3期10年（1年延長）の研究成果を、学会等で公表してきた。そして、DVDの教材を作
成し、関係自治体や研究者に配布を行い、今期は研究成果を出版物として刊行し研究成果の還元を行った。

研究成果の概要（英文）：We have conducted a cohort study of 435 infants and toddlers three times in 
the past, with the support of the Grant-in-Aid for Scientific Research. During the study, we found 
that observation of pretend play using the M-CHAT (Modified Infant Autism Checklist) during infant 
health checkups was useful for early detection of children who need support, and also showed 
findings that could be issues for support. We also surveyed parents of children at the school-age 
stage with the SRS-2 (Social Responsiveness Scale) and SDQ (Child Strengths and Difficulties 
Questionnaire). We have published the results of this research over three periods of 10 years (with 
one year extension) at academic conferences and other events. We have also created educational DVDs 
and distributed them to relevant local governments and researchers, and this term we have published 
the results of our research in a publication to give back to the community.

研究分野：特別支援教育

キーワード： ASD　社会性の発達　乳幼児健診　早期支援　特別支援教育　M-CHAT　ままごと遊び　コホート研究

  ４版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　自治体と連携をしてコホート研究を行い、3期にわたり研究成果を発表してきた。各地の自治体は障害や育て
にくい子どもの早期発見の充実のために、乳幼児健診等でさまざまなツールを援用し、育児支援や学校教育への
接続に活かしている。本研究では研究協力自治体と共同研究を継続し、データの分析をもとに学術的見地から発
信してきた、そして研究成果を支援の必要な子どもの早期発見や子育て支援に還元できるよう、報告してきた。
さらに、他の自治体でも活用できるDVD教材として作成し、早期発見、早期支援に必要な学術的内容を含めた解
説のための著書を刊行した。こうした研究成果の発信を社会実装につなぐよう努めている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１． 研究開始当初の背景 
特別支援教育が進展し、疾病・障害や発達障害などの特別なニーズをもつ児童生徒への合理

的配慮が行われている。しかし、その一方で、学校や家庭などの生活に不適応を抱え、メンタ

ルヘルスの不調を抱えたり、依存症や精神疾患、引きこもりなどの問題を抱える子どもの問題

が深刻化している実情がある。その中には、知的発達に遅れのない、あるいは遅れが軽いが、

ASD（自閉スペクトラム症）など社会性の発達に困難を抱える子どもたちが未診断、未対応の

まま学齢期や青年・成人期を迎えることによって、そうした問題を二次的に抱える場合も少な

いことが報告される（神尾、2013 など）。子どもたちがよりよい予後を達成するためには、早

期発見や早期介入の検討とその効果を示していくことが一層求められている。その一助として、

早期介入をライフスパンで追跡的研究（コホート研究）を行い、それが長期予後にどのような

影響をもたらすのかについてのエビデンスを蓄積していきつつ、こうした課題を検討していく

ことが求められている。 

我々は、3度の科学研究費助成事業によって、ある自治体の多大な協力のもと、435名の乳幼

児のコホート研究を行ってきた。そこでは乳幼児健康診査（乳幼児健診と記す）のデータを収

集し、そのデータについての前方視的、後方視的分析を行ってきた。 

第 1 期の平成 25 年～27 年度科学研究費補助金研究（課題番号：25381327、研究代表者：別

府悦子、以下「科研費研究 25381327」と記す）では、M‐CHAT（Modified Checklist for Autism in 

Toddlers:乳幼児期自閉症チェックリスト修正版）の項目を活用した「ままごと遊び」観察が支

援の必要な子どもの早期発見に有用な観察であることが明らかになるとともに、支援が必要と

抽出されたグループの子どもに乳児期に運動発達や手指の微細運動の遅れが見られる傾向にあ

ることが示された。 

また、第 2期の平成 28年～30年科学研究費補助金研究（課題番号：16K04849、研究代表者：

別府悦子、以下、科研費研究 16K04849と記す）において、対象となる子どもの保護者の 80％

を超える回収率のもと、SRS-2（Social Responsiveness Scale：対人応答性尺度）、SDQ（Strengths 

and Difficulties Questionnaire：子どもの強さと困難さアンケート）のデータを収集した。そこ

で、１歳 6か月児健診と 2歳児健診時点での「ままごと遊び」観察で社会性の発達に困難を抱

える懸念のある子どもたち群と懸念のない子どもたちの群が、5 歳児就学児健診時にどのよう

な発達的特徴の差違があるかを検討した。その結果、子どものタイプによって、健診後に良好

な変化があっても、集団生活の適応に困難を抱える場合や、療育の効果により対人関係の発達

に好影響をもたらす事例があることが判明した。 

障害児の早期発見と早期対応については、その意義も確かめられ、自治体でそれぞれのシス

テムが作られているが、本研究は知的発達に遅れがない、あるいは遅れが見られにくいために

「気づき」に困難を抱える、社会性の発達に支援が必要な乳幼児の早期発見と早期支援の方法

の開発をさらに進めていくことを、1期、2期に引き続き取り組んだ。 

ASDなどの発達障害の早期支援は、子どもの発達や家庭生活、学校生活での機能を高め、 

成人後の社会参加等のアウトカムの向上につながることはコンセンサスとなっている（神 

尾 2018など）が、そのための早期発見やこれらのアセスメントの有効性については、まだまだ

十分とは言いがたい。これを明らかにし、社会に還元していくための一つの方法としてコホー

ト研究が有効とされるが、土屋（2012）は、コホートや診断についてはプライマリーケアにお

けるアセスメントが十分に確立されていないことを指摘する。また、乳幼児健診等の厚生行政
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において地域格差の問題等から難しいことが指摘され続けている。一方で、M‐CHATや SRS（対

人応答性尺度）などの有効性が国際的にも提唱されており、わが国で標準化が行われているが、

こうした知見や研究の成果が自治体の施策に十分活用されているとは言いがたい現状もある。 

こうした研究背景や問題意識から、10年近くのコホート研究を継続し、新たな研究を実施す

ることで、ASDなどの社会性の発達困難を抱える子どもたちの発達研究や予後を見据えた早期

発見、早期対応についての社会実装に必要な事項を提案していくことが、本研究の意義である。 

 

２． 研究目的 

 上記、研究の必要性に沿って、下記の 3つの研究目的を設定した。 

【目的１：社会性の発達に困難を抱える子どもの早期発見の方法としての M-CHAT の項目

を活用した「ままごと遊び」観察の有効性の検証】 

研究協力者の神尾陽子は、社会性の発達に困難を抱える子どもの早期発見のためのアセスメ

ントとして、M‐CHAT（Modified Checklist for Autism in Toddlers:乳幼児期自閉症チェック

リスト修正版）をいくつかの自治体の乳幼児健診場面で活用し、その有効性を検証している。

岐阜県本巣市では、乳幼児健診場面でこのM‐CHATの項目を活用した「ままごと遊び」の観

察を行って早期発見と子育て支援に努めている。科研費研究 25381327・16K04849 において、

これが支援の必要な子どもたちの早期発見に有効な観察であることが明らかになった。この研

究成果をふまえ、さらなる検討を行う中でその有効性を検証することが一つ目の目的である。 

【目的２：社会性の発達に困難を抱える子どもの発達の研究をふまえた支援】 

子どもの発達は一つの領域からとらえるのでなく、他領域からの発達の様相をふまえつつ、全体

の中での連関を明らかにすることで、支援の方法を検討することが必要とされている（業績連携

7,9）。科研費研究 25381327では、M‐CHATの項目を活用した「ままごと遊び」観察で支援が必

要と抽出されたグループの子どもが４か月児健診、７か月児教室、10 か月児健診において、運動

発達や手指の微細運動との項目に相関が見られることが明らかになった。こうした子どもたちの支

援を充実させていくために、障害の早期兆候や発達の特徴を探り、どのような介入方法が有効かを

検証していくことが二つ目の目的である。 

【目的３：研究成果をもとに社会実装を行う】 

自治体のコホート研究で検証してきた、ASDなどの社会性の発達に困難を抱える子どもの早

期徴候の発見や早期支援の研究成果を社会実装に役立てていくために、研究成果の発信と、他

の自治体との相互検討を行い、位置づけを考えていくことが 3つ目の目的である。ことに、岐

阜県本巣市では、子育て支援のツールとして、乳幼児健診時に「ままごと遊び」の観察をはじ

めさまざまな支援や介入法を開発しており、科研費研究 16K04849では DVDのデジタルコンテ

ンツを作成したが、これが他の自治体等でも汎用できるかを検討し、社会実装に生かしていく

ことを目的の 3とした。 

 

３． 研究方法 

以上の研究目的をもとに、下記の研究方法で研究を遂行した。 

【研究方法 1：前方視研究と後方視研究をふまえた「ままごと遊び」の有効性】 

乳幼児健診にM-CHATの項目を活用した「ままごと遊び」観察を導入した効果を、研究で得

られた知見をもとに検討を行う。１歳 6か月児健診と 2歳児健診時点でのM－CHATを活用し
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た「ままごと遊び」観察のデータの分析をもとに、再検討を行い、研究目的１で掲げた「まま

ごと遊び」の行動観察の有効性についての検証を行う。そのために、科研費研究 25381327 にお

いて支援が必要だとされた子どもの過去の健診でのデータの振り返り（前方視的研究）と健診

後のデータの追跡調査（後方視的研究）を行うことにより、乳幼児健診におけるM‐CHATの項

目を活用した「ままごと遊び」の観察の有効性を検証する。 

【研究方法２：複数の地域を対象とするコホート研究の実施】 

研究協力者の神尾陽子らは、就学前に ASD特性を評価することは、就学後の ASD特性や他

の情緒的・行動的問題の併発を予測するのに役立つ可能性がある（Saito et al. 2017）とし、東京

都多摩地域でコホート研究を行っている。今回は、岐阜県本巣市に加え、多摩地域のコホート

研究の結果をもとに、社会性の発達に困難を抱える子どもの就学時期と乳幼児期の発達とを関

連づけて分析し、複数の地域のデータを比較照合することによって、その特徴を明らかにする。 

【研究方法３：社会実装に生かすコホート研究の実施と成果の還元】 

科研費研究 16K04849では DVDのデジタルコンテンツを作成し、関係機関や自治体に配布を

行った。こうした本研究の研究成果を国内外の関係学会等のシンポジウムや学術講演会等で発

信し、学会誌や紀要論文、著書に執筆していくことを通して、社会実装に生かしていくことが

3点目の方法である。 

 

４．研究成果 

研究目的１をふまえた研究方法１の M－CHAT の項目を活用した「ままごと遊び」観察の効果

については、対象児の継続的な追跡調査を研究協力者の北川小有里が行い、2021 年に別府悦

子・宮本正一・別府哲・北川小有里・野村民子「社会性の発達に困難を抱える子どもの就学移

行期の特徴 ―自治体の乳幼児健診をもとにしたコホート研究をもとに― 」日本発達心理学会

第 32 回大会（Web 開催）、および、2022 年に別府悦子・北川小有里・宮本正一・原口英之・神

尾陽子・別府哲「社会性の発達に困難を抱える子どもの就学期の特徴と支援－2地域のコホー

ト研究をもとに－」日本発達心理学会第 33 回大会ラウンドテーブル（東京学芸大学：Web 開催）

において報告を行った。 

そこでは、保護者に対して就学時における SRS－2（Social Responsiveness Scale：対人応

答性尺度）、SDQ（Strengths and Difficulties Questionnaire：子どもの強さと困難さアンケ

ート）をもとに、実施したアンケート調査の結果を報告した（別府他、2021年）。そこで、１

歳 6か月児健診と 2歳児健診時点でのM－CHATの項目を活用した「ままごと遊び」観察で社

会性の発達に困難を抱える懸念のある子どもたち群と懸念のない子どもたちの群が、5歳児就

学児健診時にどのような発達的特徴の差違があるかを検討した。 

また、Fig.1 のように、M－CHAT の項目を乳幼児健診の問診項目への導入や、M－CHAT の

項目を活用した「ままごと遊び」観察を導入したことで、早期（３歳児健診前）に療育や医療

へつながる割合が増加したことなどの研究成果を報告した。 

研究目的 2をふまえた研究方法 2については、後方視研究として、保護者に対して就学時に

おける SRS－2（Social Responsiveness Scale：対人応答性尺度）、SDQ（Strengths and Difficulties 

Questionnaire：子どもの強さと困難さアンケート）をもとに、実施したアンケート調査の結果

を再分析し学会で報告した（前述の学会：別府他、2021 年）。そこで、１歳 6 か月児健診と 2

歳児健診時点でのM－CHATの項目を活用した「ままごと遊び」観察で社会性の発達に困難を
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抱える懸念のある子どもたち群と懸念のない子どもたちの群が、5 歳児就学児健診時にどのよ

うな発達的特徴の差違があるかを検討した。その結果、1 歳半と 2 歳時の健診の結果，社会性

の発達に困難を抱える子どもは小学校への就学時健診時にも SDQ 困難さ得点ではその傾向が持

続していたが、 SRS-2 の高次社会性が顕著に残っていることが認められた。また、健診後に良

好な変化があっても、集団生活の適応に困難を抱える場合や、療育の効果により対人関係の発

達に好影響をもたらす場合のあることが判明した。 

一方、研究協力者の神尾陽子らは、東京都多摩地域でコホート研究を行い、SRS-2 による 5

歳時の ASD特性が、8歳時の ASD特性を予測することを明らかにした（Haraguchi et al. 2019）。

就学前に ASD特性を評価することは、就学後の ASD特性や他の情緒的・行動的問題の併発を

予測するのに役立つ可能性がある（Saito et al. 2017）。こうした 2地域のコホート研究の結果を

もとに、社会性の発達に困難を抱える子どもの就学時期と乳幼児期の発達と関連づけて分析し、

学会で報告を行った。この報告の中で、学校教育接続にあたっての支援課題と自治体の乳幼児

施策の展望を検討した。 

研究目的 3ふまえた研究方法 3ついては、日本発達心理学会第 33回大会のラウンドテーブル

において、「乳幼児健診におけるアセスメントの役割と活用について—M-CHAT と新版 K 式発

達検査を中心に」というテーマで、別府悦子・稲田尚子・清水里美・北川小有里・神尾陽子・

黒田美保が報告を行った。そこでは、M-CHATの概要と有効性および乳幼児健診での導入方法、

新版 K式発達検査についての乳幼児健診や発達相談での活用方法についての報告を行った。そ

して、岐阜県本巣市の乳幼児健診・児童発達支援の中でこれらのアセスメント方法をどのよう

に活用しているかについて報告した。 

子どもたちが乳幼児期から早期に適切な支援を受け、どこに住んでいても発達や健康が守ら

れ、家族が安心して子育てに取り組めるようなシステムを構築することが、母子保健行政に求

められている。その一助として、乳幼児健診の役割を向上させていくための内容面、ことに発

達評価と支援の充実が重要といえる。本研究の成果を社会に発信していくことが重要と考え、

科研費研究 16K04849で作成した DVDを挿入した単行本を研究分担者・研究協力者とともに編
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